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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、「
途
上
国
の
課
題
解
決
型

ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
）
調
査
」

の
第
１
回
公
示
採
択
案
件
と
し
て
、
幅
広

い
分
野
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
選
定
。
シ
リ
ア
難

民
及
び
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
若

年
層
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
人
材
育
成
に

取
り
組
む
「
ヨ
ル
ダ
ン
・
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
事
業
（
株
式

会
社
モ
ン
ス
タ
ー
・
ラ
ボ
）」
や
、
機
械
学

習
技
術
・
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り
安
価
で
効
率

的
な
健
診
サ
ー
ビ
ス
を
貧
困
層
向
け
に
展

開
す
る
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
健
診
サ
ー

ビ
ス
事
業
（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
株
式
会
社
）」

と
い
っ
た
、
開
発
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
新
た
な
手
法
や
技
術
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
を
目
指
す
案
件
を
採
択
し

ま
し
た
。
ま
た
、
小
規
模
農
家
の
収
入
向

上
と
健
康
・
栄
養
改
善
を
目
指
す
「
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
無
農
薬
ハ
ー
ブ
・
雑
穀
生
産
・

販
売
事
業
（
株
式
会
社
ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ジ

ャ
パ
ン
）」及
び「
ブ
ー
タ
ン
・
キ
ヌ
ア
生
産
・

販
売
事
業
（
株
式
会
社
ユ
ー
グ
レ
ナ
）」、

僻
地
山
間
部
の
森
林
保
全
へ
の
貢
献
を
目

指
す
「
ベ
ト
ナ
ム
・
女
竹
生
産
事
業
（
有

限
会
社
臼
井
農
畜
産
）」
と
い
っ
た
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
う
た
う〝
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
〞

世
界
の
実
現
を
目
指
す
案
件
も
採
択
し
ま

し
た
。（
注
：
案
件
名
は
い
ず
れ
も
略
称
、

カ
ッ
コ
内
は
代
表
提
案
法
人
名
）

　

２
０
１
５
年
９
月
に
国
連
で
採
択
さ
れ

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
政
府
、
国
際
機
関
、
民
間
企
業
、

市
民
社
会
と
い
っ
た
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の

連
携
）
に
よ
り
包
括
的
な
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
特
に
民
間
企

業
が
果
た
す
役
割
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本
企
業
に
よ
る
Ｂ
Ｏ

Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
（
貧
困
層
が
抱
え
る
課
題
の
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J
I
C
A
は
7
月
26
日
、
ル
ワ
ン
ダ
共
和
国

の
首
都
キ
ガ
リ
で
、
ル
ワ
ン
ダ
政
府
と
の
間
で

技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
I
C
T
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
関
す
る
討
議
議
事
録
に
署
名
し
ま
し
た
。
本

事
業
は
、
関
連
省
庁
や
商
工
会
議
所
な
ど
既
存

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
セ
ク
タ
ー
関
係
者
に
加
え
て
、
新
た

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
、
投
資
家
、
教
育
機
関
な
ど
国

内
外
の
多
様
な
関
係
者
の
連
携
を
通
し
て
、
新

規
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
環
境
強
化

を
行
う
も
の
で
す
。

　

１
９
９
０
年
代
に
内
戦
で
多
く
の
人
命
を
失

っ
た
ル
ワ
ン
ダ
は
、
2
0
0
0
年
代
に
は

「
I
C
T
立
国
」
を
目
指
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
国
内
外
の
投
資
家
を
魅
了

し
、
復
興
と
高
い
経
済
成
長
を
実
現
し
て
き
ま

し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
に
よ
る
起
業
環
境
の
整
備
や
日
本
企

業
と
の
橋
渡
し
、
人
材
育
成
な
ど
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
も
、
多
く
の
留
学
生

が
「
ア
フ
リ
カ
の
若
者
の
た
め
の
産
業
人
材
育

成
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ａ
Ｂ
Ｅ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
）」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
の
成
果
の
さ
ら
な
る
普
及
と

拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
米
国
企
業
と
世
界
銀
行
グ
ル

ー
プ
の
国
際
金
融
公
社
（
Ｉ
Ｆ
Ｃ
）
が
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
に
設
立
す
る
特
別
目
的
会
社

E
xcelerate E

nergy B
angladesh Lim

ited

（
以
下
「E

xcelerate

」）
に
よ
る
液
化
天
然
ガ

ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
輸
入
設
備
の
建
設
・
運
営
事
業

に
対
し
て
、
海
外
投
融
資
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
）
に
よ
る
貸
付
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。
本
融
資
は
Ｉ
Ｆ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
三
つ

の
国
際
開
発
金
融
機
関
と
の
協
調
融
資
で
す
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
過
去
15
年
で
平
均

６
％
超
の
経
済
成
長
を
背
景
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
も
急
増
し
て
お
り
、
２
０
４
０
年
ま
で
は
年

平
均
５
・
３
％
の
伸
び
率
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
天
然
ガ
ス
に
よ
る
火
力
発
電
の
重

要
性
は
飛
び
抜
け
て
高
く
、
同
国
の
発
電
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
74
％
（
２
０
１
５
年
）
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

本
事
業
は
同
国
初
の
天
然
ガ
ス
輸
入
基
地

の
整
備
事
業
と
な
り
ま
す
。E

xcelerate

に
よ

る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
東
部
の
モ
ヘ
シ
ュ
カ

リ
沖
合
で
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
洋
上
輸
入
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
建
設
・
運
営
を
通
し
て
、
安
定
的
な
天
然

ガ
ス
供
給
と
、
逼
迫
す
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
の
早
期
改
善
を
目
指
し
ま
す
。
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解
決
に
貢
献
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
）
の
支
援
を

目
的
と
し
て
、
２
０
１
０
年
に
「
協
力
準

備
調
査
（
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
促
進
）」

を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
１
０
０
件
を
超

え
る
案
件
を
採
択
し
ま
し
た
。
新
た
な
開

発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
採
択
を
受
け

て
、
貧
困
層
の
課
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
民
間
企
業
な
ど
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
加
速
を
目
指
し
て
今

年
、
新
た
に
開
始
し
た
の
が
、「
途
上
国
の

課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ

ネ
ス
）
調
査
」
で
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
調
査

を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ

ス
連
携
促
進
調
査
よ
り
も
広
い
分
野
で
企

業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
推
進
し
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
、
多
様

な
途
上
国
の
課
題
解
決
へ
の
貢
献
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

民
間
企
業
で
も
、
持
続
可
能
性
を
意
識
し

た
経
営
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
）
や
環
境
、

社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
配
慮
し
て
い
る
企
業

を
優
先
投
資
先
と
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
な
ど
の

潮
流
を
受
け
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
企
業
経
営
に
取
り
込
む
動
き

が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

に
向
け
て
は
、
日
本
企
業
が
持
つ
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
貢
献
に
一
層
の
期
待
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
に
よ
り

蓄
積
し
た
途
上
国
の
現
地
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
、
民
間
企
業
な
ど
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
引
き
続
き
強
化
し
て
い
く

方
針
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
調
査
の
次
回
（
２

０
１
７
年
度
第
１
回
）
公
示
は
９
月
15
日

で
、
10
月
16
日
に
企
画
書
提
出
締
め
切
り

の
予
定
で
す
。
途
上
国
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
貢
献
す
る
斬
新
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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ケ


